
環境ビジネスウィメン

枝廣淳子

環境ジャーナリスト

ＮＧＯジャパン・フォー・サステナビリティ共同代表
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きっかけと過程

• ふつうのＯＬ
• 渡米（２年間）1991～93
• 通訳者、翻訳者に
• レスター・ブラウンとの出会い 1994

• 講演、パネル、執筆
• 環境メールニュース 1999.11～

• 2001年頃 通訳 -> 環境ジャーナリスト

• 2002年８月 ＮＧＯジャパン・フォー・サステナビリ
ティ立ち上げ

• 同時に（有）エコネットワークス設立
• 2004年４月 （有）イーズ設立
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現在の取り組み
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イーズの業務内容

通訳 通訳者派遣・コーディネート
国際会議、セミナー、講演会、商談その他

翻訳 出版翻訳、ビジネス翻訳
講演 企業向け 『環境の時代に生き残るには』など

市民向け 『美しい地球を未来世代に手渡すために』など
自治体向け『市民とのコラボレーションを進めるために』など

ワークショップ／セミナー『自分のビジョンとマネジメント』
『英語の勉強をつづけるために』『自分の北極星を探そう』など

執筆 著作、新聞・雑誌等での連載、寄稿
コメンテーター NＨＫ総合テレビ『地球だい好き 環境新時代』
コーチング「通訳の勉強を現場につなげるための集中３日間コース」
「英語の勉強で自分マネジメントを学ぶ６ヶ月コース」など

イベント、編集、企画
主な分野：環境問題、ビジョンとマネジメント、タイムマネジメント、
ストレスマネジメント、英語学習、女性のキャリアなど
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著書
がんばっている日本を世界はまだ知らない vol.1 海象社

いまの地球、ぼくらの未来 ずっと住みたい星だから PHP研究所

朝2時起きで、なんでもできる！ サンマーク出版

朝2時起きで、なんでもできる！２ サンマーク出版

地球のセーターって、なあに？ 海象社

エコ・ネットワーキング！ 海象社

７分後、７年後の幸せなあなたへ エコから学ぶ「自分マネジメント術」

非戦
坂本龍一(監修）sustainability for peace (著) 幻冬舎
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翻訳書
ライオンボーイ（ジズー・コーダー） ＰＨＰ研究所

カサンドラのジレンマ 地球の危機、希望の歌（アラン・アトキソン） ＰＨＰ研究所

エコ経済革命（レスター・R. ブラウン） たちばな出版

環境ビッグバンへの知的戦略（レスター・R. ブラウン） 家の光協会

パワー・オブ・ワン（レイ アンダーソン） 海象社

つよい子を育てるこころのワクチン ダイヤモンド社

人生に必要な荷物、いらない荷物 サンマーク出版

人生に必要な荷物、いらない荷物２ サンマーク出版

ときどき思い出したい大事なこと サンマーク出版

みんなのＮＰＯ 海象社

ガンジー 奉仕するリーダー たちばな出版
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必ず必要なもの

ビジョン

「英語の勉強をする」のも
「なりたい自分になる」のも同じ
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マネジメントシステム



ビジョンについて
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行政の役割

• ビジョンをつくること
（× 勝手につくって押しつけ）

• しくみをつくること
• お金の流れを変えること
• モデルケースを応援し、広めること
• 情報やニーズ、シーズの出会う場
• 世界への発信
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アドバイス

• 「環境の仕事」はどこにあるのか？
• なぜ「環境の仕事」がやりたいのか？
• その思いを実現するには何がいちばんいいの
か？

• 柔軟性とバランス感覚
• 新しい機会や職業をつくっていける分野
• 自分よりも大きな何かのための仕事
• 楽しい、アイディアいっぱい、やりがい、「い
い人」たちとのコラボ、「史上最大のビジネス
チャンス」＝史上最大の生き甲斐のチャンス
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